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1、研究目的 

近代斜張橋の発展は、高強度で防食性に優れたケー

ブルや軽量な桁の出現、また、コンピューターの発達

に伴う構造解析の進歩、さらに風洞試験による耐風設

計法の確立、精度の高い架設方法の発展などにより支

えられてきた。しかし、斜張橋は他の橋梁と比べ、高

次の不静定構造物となるため、地震動や耐風安定性の

照査が必須であり、完成時よりも不安定になりがちな

架設時の状態での安全性の照査も行う必要がある。本

研究では、実際に計画されている斜張橋を例に、架設

時の構造形態に関する地震時の安全性の照査を検討

した。 

2、解析モデル 

 対象は二面張ケーブルの三径間連続斜張橋である。

架設方法は側径間先行架設における主桁張出架設の、

大ブロック架設後、5、10、15、20 段ケーブル設置後

の計 5 段階を想定し FEM 解析ソフト DIANA を用いて

解析を行った。ケーブルの弾性係数は、ケーブルのサ

グよる等価弾性係数の式を用いて算出している。 

 

 

 

図 1 大ブロック架設後モデル 

 

 

 

 

 

3、載荷パターン 

3.1 大規模地震動による基礎地盤の移動 

 基礎地盤の移動量、側径間橋脚と主塔天端の回転量

を次の表 3.1 に示す。ケース 1 は橋軸方向変位と回転、

ケース 2 は橋軸直角方向変位と回転の組合せである。 

表 3.1 基礎地盤移動量 

 

 

 

3.2 地震動による影響 

 地震動はレベル 2 地震動の、タイプⅠとタイプⅡ地

震動を橋軸、橋軸直交方向に想定した静的照査法を用

いた。また、設計水平震度は固有周期から算出し、以

下の表 3.2 に示す値を用いた。 

表 3.2 設計水平震度の値 

4、解析結果 

4.1 大規模地震動の基礎地盤の変位による影響 

大規模地震動による基礎地盤の変位を 20 段ケーブ

ル架設時に想定し、主要構造単位に生じたミーゼス応

力の最大値を表 4.1 に示す。比較として自重で生じた

ミーゼス応力の最大値も表 4.1 に示す。 

表 4.1 基礎地盤変位時の、最大ミーゼス応力(N/mm²)

図 2 10 段ケーブル設置時モデル 

 

 

 

 

図 3 20 段ケーブル設置時モデル 
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 大ブロック 5 段 10段 15 段 20 段 

タイプⅠ 0.78 1.11 1.04 0.80 0.63 

タイプⅡ 0.48 0.98 0.86 0.51 0.40 
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4.2 地震動による影響 

地震動による最大応力について、各架設段階の主要

構造別の値を表 4.2 に示す。ここで X は橋軸方向、Y

は橋軸直交方向である。また、許容応力を超えた値は

で  で降伏応力を超えた値は  で表す。 

表 4.2 各架設段階 最大ミーゼス応力(単位:N/mm²) 

 

5、考察 

5.1 地震動による基礎地盤の移動の結果について 

 ケース 1 の最大応力がケース 2 よりも大きい理由と

しては、表 3.1 より、主塔の変位のみに対して、変位す

る橋脚が 2 つであるためと考えられる。いずれも許容

応力に対しては余裕があるので安全といえる。 

 

 

次に示す図 4 は 20 段ケーブル設置時、最大応力を

示した部分のミーゼス応力の分布図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 20 段ケーブル設置時 応力分布図 

5.2 地震動による静的照査の結果について 

 大ブロック架設時の主塔の応力が高い理由は、ケー

ブルによって主桁の変形を抑えられず、その変形が主

塔に影響していると考えられる。ウェブ、下フランジ、

ダイアフラムにて、15、20 段ケーブル設置時の橋軸方

向地震動での応力が 10段ケーブル設置時より減少して

いる理由は、側径間の合成床板へのコンクリート打設

により重量が増加し、主桁の変形が抑えられているか

らと考えられる。 

橋軸直交方向では中央径間側の主桁が伸びるにした

がって、応力が増加するのは主桁先端部の変位が増加

する為と考えられる。タイプⅠの地震動を考慮するな

らば、ベント設置の検討が必須であるといえる。 
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